















































京都公立図書館職員研究大会の貸出部会でこの簡   













化し，市民からも批判されている1）。   
このような状態を招いている原因は何だろうか。  
原因として次の3点が考えられる。  
①明確な意見の対立が存在するにもかかわらず，   
両者の間で実質的な論争が行われていない。両   
者が論じている「貸出」の内容は異なっており，   
議論はすれ違っている。  
②利用者不在の論議であり，一部を除いて，利用   
者は論争に参加していない。図書館が本当にす   
ぐれたサービスをしていれば，図書館側を支持   
する利用者はいくらでもいるはずである。  
③図書館側は積極的な論議を組織していない。行   
政側と積極的に論争していないし，利用者に論   
争への参加を求めてもいない。これは図書館界   
内部でも説得力のある意見が見られず，図書館   
側が自信を持っていないためと思われる。   
誰でも納得する明快な理論や実践を示しさえす  
れば問題は解決するのであるが，これまでこの間  
ぜ0β 図 尊 館 雑 誌1994．6．   
題が取り上げられ，筆者が講演を行なった。幸い，  




の立場に立った具体的な論議を期待する。   
1．資料利用に関する相談サービスの  
必要性   


















































利用したい本をすべて  50．6％  
ないし一部決めてきた  
・すべて見つかった  21．5％  
・一部ないしすべて見つからな 27．4％   
かった   
・リクエストの手続をした  2．7％   
・入手までに時間がかかりそ   2．6％  
うなのであきらめた  
・ほかに代わる本を見つけた 11．9％  
・書架にないのであきらめた 10．6％  
利用したい本を決めて  44．5％  
こなかった  
・よい本が見つかった  25．7％  







（2）利用者の質問状況   
それでは，職員への質問は効果があるのだろう  
か。利用者は職員に質問しているのだろうか。  
（む職員への質問の効果   
阻 審 館 雑 誌Vol．8臥 No．6蛮招  
②利用者がサービスの存在を知っているが，利用   









①利用者は，職員を本の貸出・返却の手続をする   
人と考えており，相談にのってくれる人とは考   
えていない。  
②図書館側に読書案内やレファレンス・サービス   
を実施する姿勢や態勢が整っていない。  
③図書館側は，利用者に読書案内，レファレンス・   






態勢の確立であり，根本的な改革が必要である。   
3．『市民の図書館』における読書案内   


























































レファレンス・サービス   
484 図 寄 館 雑 誌1994．6．  
調査研究への援助  



















①利用者の要求を聞き，利用者と対話して，要求   
を明確にする。  
②利用者の要求に合う図書を調べ見つけ出す。  
③利用者自身に求める図書が明確になっている場   
合でも，もっと広い範囲でより適切な図書が選   
択できるように援助する。  
④利用者の求める図書が自館にあるかどうかを調   
べ，自館にない場合は買うか他館から借りて入   
手できるよう援助する。   
②と④はリクエストに関係があり，読書案内は  
リクエストを含む概念であることがわかる。  




















































て重要な業務として位置づけている。   
これらの指摘によれば，現在の貸出業務は図書   
図 嘗 館 雑 誌Vol．軋 No．6 一利乃   
充実のために行われるのである。  






リクエストを申し込めるように特定の場所に職   
員を配置する。  
③リクエストカードは職員が受け取る。その際，   
記載事項が十分か，誤りがないか，他の資料の   
可能性はないか，職員が目を通す。  
④利用者が館内にいる間に目録を検索し所蔵の有   
無を調査する。  
⑤資料を所磯していて，貸出中でない場合，その   
場で書架を探す。  
⑥資料を所蔵していない場合，所蔵館を調査した   
り，書誌データを再調査する。  
⑦これら全体を管理する最終責任者を配置する。   
これらのリクエストを受け付け，資料を探す業  
務は読書案内に含まれる。  





1．中規模の図書館の場合   
1a‥ 参考図書室がある場合   
・開架フロアに読書案内デスクを置く。   
1b．参考図書室がない場合  
開架フロアの面積と参考図書コーナーの位  
置によって次の二つの場合がある。   
・開架フロアに読書案内デスクとレファレン  
ス・デスクの両方を置く。   
・開架フロアに読書案内デスクを置き，レファ  
レンス・デスクを兼ねる。  
2．小規模の図書館の場合   
・開架フロアに読書案内デスクを置き，レファ  
レンス・デスクを兼ねる。   （以下次号）  
（みない ひでき：図書館情報大学）  
［NDC：016．2 BSH：図審館（公共）］  






4．読書案内とレファレンス′ 貸出′  
リクエスト・サービス   
（1）読書寮内とレファレンス・サービス（狭義）   
読書案内は狭義のレファレンス・サービスとど  





























室だけでなく，開架フロアでも必要である。   
読書案内によって，貸出サービスの質が深まり，  
利用冊数が増加する。読書案内は貸出サービスの  
